
」lCA's FLASHで は、開発コンサルタント、NGO/NPO、 大学関係者など民間

の方々に向け、」ICA事業の最新動向、トビックなとをフラッシュしてお伝えして

いきます。読者からのご意見や人物紹介なども歓迎します 1

August

2011

携可能性などの観点から選考 します。

第 1回採択案件は、提案法人のメーカ

ーや商社、NGO/NPOと 共同企業体が、

アジア・アフリカでの 1～ 2年後の事

業実施を目指 して市場調査に取り組ん

でいます。

現在進められている協力準備調査の

ひとつ、バングラデシュの「雨水タン

クソーシャル・ビジネス実現可能性調

査」は、飲料水・生活用水として雨水

を溜める耐久性のある大型タンクを普

及させる方法として、マイクロクレジ

ットをホJ用 してタンクを購入したうえ

で、水を販売 して売上を返済に充てる

ビジネス構築を模索しています。ガー

ナの「『土のう』による農村道路整備

ビジネス」は、すでにアフリカで経験

を積んだNPOが提案 したもので、土の

うを使った日本独特の道路撃備技術を

農民組織などに指導 し、公共事業を受

注 したり、運輸業者から通行料を徴収

するなどのビジネスアイデイアの実現

を検討しています。道路状態が改善さ

れることで物流が進み、地域の経済活

動が活性化される副次的な効果も期待

されます。また、ルワンダの「農業と

公衆衛生を対象とした微生物資材ビジ

ネス」は、現地で入手可能な菌を活用

して有機肥料づくりやトイレ環境の向

上を行う、現地に根差したユニークな

バイオ事業です。

こうした取り組みは、いずれも開発

課題への貢献と、企業やNGO/NPOな

どとのBOPビ ジネスの両立を通じた開

発途上国・民間セクター・政府開発援

助 (ODA)の “Win― Win― Win"関係

の構築を目指すものです。」iCAは 80P

ビジネス連携促進制度を進めて、途上

国における持続性 。公益性の高い事業

開発を積極的に支援していきます。
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初の協力準備調査が本格化

世界人口の 7害」、約40億人の貧困層

を対象とした80Pビ ジネスヘの関心が

高まっています。」!CAは昨年度、開発

途上国のBOP層 が抱える開発課題の改

善に資するビジネスを目指す企業と連

携し、貧困削減をはじめとする国連ミ

レニアム開発目標 (MDG s)、 経済社

会開発への貢献を促進しようと、「BOP

ビジネス連携促進制度」を創設しまし

た。第 1回公示分として採択された20

案件の協力準備調査が進められている

ほか、第 2回公示の募集が7月 末締め

切られ、次の採択案件は9月 中に発表

される予定です。

」lCAに よる同tll度 は、①実際にビジ

ネスを実施する企業・団体が自ら協力

準備調査を行う、②単にモノやサービ

スを売るのではなく、現地特有の二―

ズを汲み上げて開発課題の解決を目指

す、③」ICA本部や在外事務所が持つ途

上国での知見、ネットワークを活用し

てもらう一―などの特長があります。

案件を年 2回募集し、対象BOPビ ジネ

スの開発インパクト、事業化可能性・

持続性、地域配慮性、JICA事業との連


